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先端社会研究所は 2008年に開設され、2013年の本年には 6年目を迎えました。学内外の多く

の皆様の多大なご支援によってこれまで活動を続けられてきたものと存じます。この場を借りて

厚く御礼申し上げます。

本研究所では「他者問題」や「排除／包摂」をキーワードに研究・教育活動をおこなって参り

ました。開設当初の共同研究のテーマである「戦争が生みだす社会」については、同名の 3巻シ

リーズ『戦争が生みだす社会』（新曜社）として結実しました。このシリーズの出版は昨年から

始まり、現時点では第 2巻まで刊行されています。また 2012年からの新たな指定研究「アジア

における公共社会論の構想－「排除」と「包摂」の二元論を超える社会調査－」に関しては、南

アジア／インド班、中国国境域／雲南班、日本班という 3つの研究班を中心に調査・研究をおこ

なっています。こちらでも少しずつ成果が上がりつつあり、専任研究員・RA による成果集『フ

ィールドは問う』（関西学院大学出版会）をいち早く出版しました。関連するシンポジウムも今

後開催していく予定です。

本研究所ではこうした研究活動だけでなく、若手研究者の育成を目標とした教育活動にも力を

入れて参りました。これは関西学院大学が 2008年度から 2010年度まで実施してきた「文部科学

省大学院教育改革支援プログラム（大学院 GP）『社会の幸福に資するソーシャルリサーチ教育

－ソシオリテラシーの涵養－』」の後継事業として位置づけられるものであり、大学院生を中心

とした書評雑誌『KG 社会学批評』の発行や国際学会での発表に対する支援などが含まれます。

さらには毎年「リサーチコンペ」事業をおこなって参りました。これは各年度ごとに数名に対し

て一定額の研究費を支援するという制度であり、適切な申請書の作成と提出に始まり、審査の場

におけるプレゼンテーションと質疑応答、各自の様々な調査・研究活動、そして研究成果の報告

に至る一連の活動が毎年着実になされています。

今回の紀要の中心をなすのはリサーチコンペ採択者の研究成果です。それぞれの成果は採択者

自身の努力はもちろんのこと、現地調査において情報提供をして下さった皆様、諸先生方、本研

究所の専任研究員や RA など、様々な支援者の助力の結晶です。よろしければご一読頂きまし

て、寛容かつ厳しいご指摘を賜ることができれば有り難く存じます。

最後になりますが、本研究所の研究・教育活動を幅広く支えて下さいます皆様方に、改めて厚

く御礼申し上げます。
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